






　Krabbe 病は sphingolipidosis の一つで,galactocerebrosidase の遺伝性全

身性欠損がその本体と考えられる。これまで調べられたすべての組織,体液に

おいて,この酵素活性の著明な低下が見られる。この酵素活性はミエリン形成

と共に上昇するが,胎生期にも測定可能であり,これまでに出生前診断例の報告

もある。1)我々も本症の出生前診断が可能であることを確認すると共に,極め

て特異な情況に遭遇したので,出生前診断一般の問題点につき考察を加えてみ

たい。


